
この広報誌は、皆さまからの会費と赤い羽根共同募金の配分金によって作成しています。

社会福祉法人
幸田町社会福祉協議会

サポーターフォローアップ研修会サポーターフォローアップ研修会 げんきかいで体力測定の実施げんきかいで体力測定の実施

★　いくつになってもいきいき元気に生活したい方
★　地域で何か役に立ちたいと思っている方

ぜひご参加ください！

高齢者の健康づくりをサポートして自分も元気に
いきいき元気サポーター養成講座いきいき元気サポーター養成講座 のご案内

No.
89

7月号
平成29年

対 象 介護予防や健康、地域づくりに関心のある方で、サポーターとして、各学区で開催されている
「げんきかい」に参加できる方（月１回程度の活動）

受講料 無料
その他 運動のできる服装で、筆記用具、水分補給用の飲み物をお持ちください。
申込先 ８月10日（木）までに幸田町地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込みください。
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中央公民館 ホール

幸田町消防署

内 容
げんきかいって何？
介護予防の基礎知識
運動の実技
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支 出
138,291,954円138,291,954円138,291,954円138,291,954円

法人運営事業等
44,962,422円（32.5%）

企画広報事業
890,343円（0.7%）

地域福祉活動推進事業
2,985,706円（2.2%）

ボランティア事業
565,801円（0.4%）

資金貸付事業
163,000円（0.1%）

共同募金配分金事業
3,617,748円（2.6%）
居宅介護支援事業

3,961,506円（2.9%）
ホームヘルパー事業
19,674,343円（14.2%）

福祉サービス利用援助事業
305,450円（0.2%）

地域包括支援センター事業
32,767,494円（23.7%）

見守り配食事業
3,312,300円（2.4%）

次期繰越金
25,085,841円（18.1%）

3 福祉サービス利用支援部門
⑴ 地域包括支援センターの受託
ア 総合相談支援業務843件
イ 権利擁護業務84件
ウ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務
ケアマネ部会６回開催、ケアマネジャー支援
330回、地域ケア会議10回開催
エ 介護予防ケアマネジメント業務2,517件
オ 介護予防事業
げんきかい65回開催、1,173人参加

カ いきいき元気サポーターフォローアップ研修
５回開催、162人参加
キ 介護予防ボランティアスキルアップ研修会
４回開催、103人参加
ク 認知症施策の推進
認知症介護家族交流会６回開催、76人参加

⑵ 権利擁護への取り組み
ア 日常生活自立支援事業５件
イ 司法書士による法律困りごと相談21件
ウ 平成29年４月の成年後見支援センター開設に
向けた準備

⑶ 各種貸付事業の実施
ア 相談26件
イ 貸付
生活福祉資金22件、たすけあい資金２件

⑷ 障害のある人に対する相談体制の整備
ア 障害福祉サービス利用者のセルフプラン作成支援
イ 相談支援専門員の資格を満たす職員の養成

4 在宅福祉サービス部門
⑴ 見守り事業の実施
ア 見守り配食事業
延べ利用者数1,042人、配食数11,041食

イ 友愛訪問活動
友愛訪問員数16人、訪問対象者数38人、訪問
回数174回

⑵ 居宅介護支援事業所の運営
ケアプラン作成444件

⑶ 訪問介護事業所の運営
ホームヘルパー派遣
介護保険サービス3,047回、障害福祉サービス
2,763回、移動支援403回

及び 決算
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収 入
138,291,954円138,291,954円138,291,954円138,291,954円

会費
3,370,800円（2.4%）

寄附金
3,899,642円（2.8%）

町補助金、共同募金配分金
48,484,289円（35.1%）受託金

400,200円（0.3%）
積立資産取崩

2,045,085円（1.5%）

貸付事業
255,000円（0.2%）

介護保険事業
46,025,886円（33.3%）

障害福祉サービス等事業
10,390,134円（7.5%）

前期繰越金
23,264,434円（16.8%）

その他の収入等
156,484円（0.1%）

Ⅰ 役員会等の開催状況
理事会４回、評議員会３回、監査会１回

Ⅱ 平成28年度の主な取り組み
1 法人運営部門
⑴ 経営基盤の確保
自主財源や公費財源を安定的に確保、財務諸表の
公表

⑵ 職員の資質向上
外部研修89回、内部研修７回

2 地域福祉活動推進部門
⑴ 福祉教育の推進
ア 社会福祉協力校の委嘱10校
イ 福祉実践教室９校11回開催
ウ 青少年ボランティア福祉体験学習232人参加

⑵ 地域でのサロンやサークル活動への支援
27団体559回開催

⑶ ボランティアセンターの機能充実
ア ボランティア相談33回
イ 登録数 団体40団体、個人９人

⑷ 災害に対する備え
災害時ボランティア支援本部運営スタッフ養成講
座の開催

⑸ 福祉車両・福祉用具の貸出
ア 福祉車両110回、 レクリエーション用具57回、
災害用物品49回、福祉用具等16回
イ 福祉用具リサイクル 譲受１件

⑹ 福祉実践活動者への費用助成
高齢者スポーツ指導者及び障がい者自立援助協力
者の養成費用や資源回収事業報奨金の助成

⑺ 福祉６団体事務局の運営、活動支援
各種福祉団体の事務局の運営
福祉団体の自主運営化に向けた情報提供や活動内
容の提案

⑻ 広報活動
ア 社協広報誌「ともに生きる」を年４回発刊
イ ホームページでタイムリーな情報の発信

⑼ 赤い羽根共同募金配分金の有効活用
福祉団体、サロン、保育所等へ活動費の助成

⑽ 総合事業への取り組み
幸田町と連携した総合事業の推進に向け、生活支
援コーディネーターを配置

平成28年度 事業報告

No.89ともに生きる
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評議員会
（９名）

黒栁 保夫 吉田 誠悦

唐澤 一成 宇都野昭男

長坂 安博 長谷 奥弘

佐野 哲士 侘美 陽子

渡邊 勝子

理事会
（７名）

会長 谷川 章義
副会長 鶴田 善博
常務理事 大竹 広行
理事 足立 和彦

林 孝子
太田 二郎
沢田 弘子

顧 問
（１名）

大須賀一誠

監 事
（２名）

内田 等
齋藤 正敏

平成28年度事業報告、平成28年度資金収支決算、平成29年度定時評議員
会の招集
会長及び副会長の選任、顧問の委嘱、経理規程の一部改正

谷川章義を理事に選任すること、鶴田善博を理事に選任すること、足立和彦
を理事に選任すること、林孝子を理事に選任すること、太田二郎を理事に選
任すること、沢田弘子を理事に選任すること、大竹広行を理事に選任するこ
と、内田等を監事に選任すること、齋藤正敏を監事に選任すること、報酬及
び費用弁償に関する規則の一部改正、平成28年度事業報告、平成28年度資
金収支決算

事業報告、計算関係書類及び財産目録

議事事項

議事事項

議事事項

監査事項

理事会

第１回／６月１日

第２回／６月16日
定時評議員会

６月15日

監査
５月18日

地域包括支援センター

成年後見支援センター

訪問介護事業所

居宅介護支援事業所

法人運営部門

地域福祉活動推進部門

福祉サービス利用支援部門

在宅福祉サービス推進部門

社会福祉法人 幸田町社会福祉協議会 組織図

事 務 局

平成29年度 役員会等開催報告
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地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

介護予防に関する知識や技術を身に付け、元気な高齢者を一緒に増やしていきましょう
と き １日目 ８月30日（水） 午後２時～４時

２日目 ９月20日（水） 午後２時～４時
ところ 中央公民館 ホール
内 容 １日目 演習「家庭でできる脳生き生きトレーニング」

２日目 講義「生活習慣病を予防するために」
対 象 介護予防のためのボランティア活動をしている人、また

は、介護予防のための活動に興味のある人
受講料 無料
定 員 40名
講 師 日本福祉大学社会福祉総合センター研修講師
申込先 ８月10日（木）までに幸田町地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込みください。

認知症カフェは、認知症の人やそのご家族、地域住民の方が、地域の身近な場所に集い、参加者同士の
交流や、認知症に関する相談を専門員に行なうことができる場所です。
幸田町内には３カ所のカフェがあります。事前のお申込みは不要、入退場自由です。
お気軽にカフェへ遊びに来てください。

喫茶ふでがき
幸田町大字大草字山添15
（グループホームおり姫内）
とき
８月23日
偶数月の第４水曜日
午後２時～４時
参加費
100円（お茶菓子代）
問合せ先
グループホームおり姫
電話56-3500

カフェ まどか
幸田町大字野場字石荒23
（まどかの郷内）
とき
９月８日
第２金曜日（３カ月に１回）
午後１時～３時
参加費
無料
問合せ先
まどかの郷
電話63-1626

フェリシーテ
幸田町大字深溝字皿入1-1
（メリーホーム幸田内）
とき
７月16日、９月17日
奇数月の第３日曜日
午後１時～３時
参加費
100円（お茶菓子代）
問合せ先
フェリシーテ幸田
電話64-6963

高齢者や介護に関する悩みや疑問などなんでもお気軽にお問い合わせください！
幸田町地域包括支援センター 電話62-7331

●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●

No.89ともに生きる
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わらべ歌や唱歌、懐メロ、クラシックなどの幅広い音楽に合わせ、楽器
を演奏することで高齢者や障がい者の生活に潤いを与え、ともに楽しく過
ごし、健康増進を図ることを目的に活動するボランティアを養成します。
と き １日目 10月６日（金） 午後１時30分～３時30分

２日目 10月20日（金） 午後１時30分～３時30分
ところ つどいの家
内 容 アンチエイジングに向けた手遊び、滑舌練習、簡単な頭の体操

ほか
受講料 無料
講 師 リズムボランティア♪なるこ
申込先 幸田町社会福祉協議会（電話62-7171）へお申し込みください。

福祉の関係者やボランティア団体が集い、健常者や障がい者、高齢者がふれあうことで、誰も
が幸せに安心して暮らせる福祉の町づくりを目的に開催します。
と き 10月１日（日） 午前10時～午後３時30分
ところ 幸田町中央公民館
内 容 ボランティア団体等によるステージ上での活動発表や展示による活動紹

介、体験コーナー、バザーコーナー、喫茶コーナーを予定しています。

「つながろう！ぷれジョブの輪」～立場をこえて仲間になるために～をメインテーマに幸田町
で開催されます。関心のある方は、ぜひこの機会に参加してみてはいかがでしょうか。
と き 10月21日（土） 午後１時～５時45分

10月22日（日） 午前９時～正午
ところ 幸田町民会館（ハッピネス・ヒル・幸田）あじさいホール
申込み ７月１日（土）よりFAXまたはwebで受付を開始します。

申込み用紙は、幸田町社会福祉協議会窓口または全国ぷれジョブ連絡
協議会ホームページ（http://www.prejob.jp/）でご確認ください。

詳細は、ぷれジョブこうた代表 中島（電話080-6905-4592）までお問い合わせください。

リリズズムムボボラランンテティィアア養養成成講講座座ののごご案案内内

第第1144回回 幸幸田田福福祉祉ボボラランンテティィアアままつつりり

全ぷれセミナー2017 in 愛知が幸田町で開催されます

問合せ先 幸田町社会福祉協議会 電話62-7171
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Information

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

Topics

トピックストピックストピックストピックストピックス

日本赤十字社
活動資金のご協力に

お礼を申し上げます
日頃より赤十字事業へのご理解とご支援をいただき、
誠にありがとうございます。
５月を中心に行われた「赤十字運動月間」では、皆さ
まのご協力のもと、全国で様々な活動が展開され、幸田
町内においても、町民の皆様から赤十字事業への多大な
活動資金を賜ることができました。
ご協力いただいた活動資金の使い道については、日本
赤十字社のホームページなどでもお知らせいたします
が、近い将来この地域において災害が発生した場合に備
え、救護に関する資材や訓練等に活用いたします。
幸田町では災害時用食糧の備蓄や火事や水害で被害に
あわれた方に毛布や日用品の配布も行っています。
皆さまからのご協力に対し、心から厚くお礼を申し上
げますとともに、これからも力強いご支援をいただけま
すようお願い申し上げます。

ご寄付ありがとうございました
H29.３.17-H29.６.18

●現金 （順不同・敬称略）

㈱苔善 1,000,000円

マロー観音 249,802円

ピアゴ幸田店 24,592円

㈱石原組従業員一同 3,600円

アトリエジャスト 5,400円

親子文化を育てる会 2,000円

JAあいち三河葬祭部 5,000円

成年後見シンポジウム
４月１日から社会福祉協議会内に成年後見支援セ
ンターが開設しました。
５月13日（土）には、熊田弁護士に設立記念とし
て「成年後見制度と成年後見支援センターの役割」
というテーマで基調講演をいただきました。
その後、町内の関係団体や町内において実務を担
当している専門家の皆さんをシンポジストにお招き
し「幸田町成年後見支援センターに期待する役割と
は」をテーマにシンポジウムを開催しました。
参加されたシンポジストから「町民誰もが安心し
て利用できるセンターにして欲しい」との要望をセ
ンターに対していただきました。

友愛スポーツ大会
６月11日（日）に中央小学校体育館において
友愛スポーツ大会を開催しました。
町内の障がい者の方を対象としたスポーツ大
会に幸田高校の生徒や中央小学校の児童の皆さ
ん、そして民生委員さんなどの多くのボラン
ティアの協力をいただき、交流を深め、楽しく
競技に参加することができました。

No.89ともに生きる
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★ 中央公園

保健センター

菱池菅田

役場

至
JR
幸
田
駅

幸田町社会福祉協議会

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまも

る

受験資格
昭和47年４月２日以降に生まれた人で、左記学歴を卒業また
は平成30年３月31日までに卒業見込みの人
※保健師資格を平成30年３月31日までに取得または取得見込
みの人

学歴

大学

短大

採用人員

若干名

職種

保健師

試験内容
・一般教養試験
・職場適応性検査
・面接

会場

幸田町福祉サービスセンター

試験日

10月28日（土）

備考
受付時間は、午前８時30分～
午後５時15分
（土曜・日曜・祝日は休み）
受付期間末日の消印まで有効
（消印なきものは無効）

受付場所
幸田町社会福祉協議会（幸田
町福祉サービスセンター内）
〒444-0113
愛知県額田郡幸田町大字菱池
字錦田82番地４

受付期間

８月１日（火）～
９月29日（金）

区分

窓口受付

郵便受付

１ 職種・採用予定人員・受験資格

２ 試験日程・会場・試験内容

３ 試験申込み・受付期間

４ そのほか
⑴ 募集要項をよくご確認の上、お申し込みください。募集要項、受験申込書は、幸田町社会福
祉協議会でお渡しするほか、幸田町社会福祉協議会ホームページ（http://kotashakyo.jp/）
からもダウンロードできます。
⑵ 提出書類（履歴書など）は、理由を問わず返却しません。

５ 問合せ先
幸田町社会福祉協議会 電話（0564）62-7171

編集・発行

社会福祉法人 幸田町社会福祉協議会
〒444-0113 愛知県額田郡幸田町大字菱池字錦田82-4
電話（0564）62-7171 FAX（0564）62-7254
居宅介護支援事業所（0564）64-1069 訪問介護事業所（0564）83-7273
地域包括支援センター（0564）62-7331
メール info@kotashakyo.jp
ホームページ http://kotashakyo.jp/
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